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I．モノづくり観光研究会について 

 

 モノづくり観光研究会 1)は，平成 21 年 4月に筆者ら

（首都大学東京大学院観光科学域川原・岡村，および

大学院生）によって発足した研究プロジェクトチーム

である。研究会発足のきっかけは，区内の観光資源の

発掘や産業・観光を活かした地域振興に学術的視座を

求めていた大田観光協会（事務局長：栗原洋三氏）と

PBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）として

ニューツーリズムに関する調査研究や産業を活用した

新たな観光まちづくりの実践的プロジェクトの機会を

望む大学側の思惑が一致したことによる。 
 かくして，プロジェクトは大田区をフィールドに，

モノづくりに関わる多様な資源（製品，技術，職人，

工場建築，都市基盤等） を活かしたまちの将来像を構

想し，計画し，アクションを起こすことを目的に進め

られている。 

 これまでも大田区工場を対象とした調査研究は多く

実施され，特に昭和 50年代から 60年代には都市計画

として「住」と「工」をどのように扱うかという土地

利用計画に関する研究や，特に近年は産業構造の転換

を図るべく技術や製品などの工業振興や経営的側面に

光が当てた調査が行われてきた。本プロジェクトでは，

改めて「住」と「工」が近接・共生しているという都

市の状態，あるいはそこでの「工」が抱える人的，技

術的，空間的資源を魅力として捉え，平成 21年度には，

1) 工場経営者等の個性やアイディアを明らかにする

調査（第Ⅲ章：工場訪問ヒアリング調査）や 2) 工場

を取り巻く物理的環境（建築，都市基盤）を明らかに

する調査（第Ⅳ章：モノづくりのまちの都市基盤・建

築調査）を実施した。加えて，その魅力を伝えるため

のまち歩きイベントを企画，運営した（第Ⅴ章）。 
 調査研究体制としては，本研究会メンバーに加え，

大田観光協会や地域でモノづくりの新たな展開をしか

けている田中裕人氏（ソシオミュゼ・デザイン株式会

社）をはじめ，区の産業振興課や財団法人大田区産業

振興協会のアドバイスを頂いている。また，平成 22
年度からは，横浜国立大学大学院の野原卓准教授およ
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び大学院生，また東京大学大学院の大学院生もメンバ

ーに加わり，3 大学連携によるプロジェクトとして展

開している。 
 

Ⅱ．大田区におけるモノづくりの特質 

 
 はじめに大田区におけるモノづくりの特質の概要を

述べる。大田区には，現在 4300 件ほどの工場が立地し

ている。そのうち，従業員数 19 名以下の事業所が８割

以上を占め，いわゆる中小零細工場が集積している。

機械金属工業の分野に強く，業種分類でみると金属製

品，一般機械器具，電気機械器具，輸送用機械器具，

精密機械器具，プラスチック製品の 6 業種で工場数の

8 割以上を占めている。 
 区内では工場間や経営者，技術者，技能者同士の濃

密なネットワークが形成され，互いに仕事の受注・発

注の取引関係を形成し，技能的な課題の解決やものづ

くりの人材の流動などの補完関係が自然発生的に培わ

れている。しかもその工場同士が自転車で行ける程近

くにあることから，「仲間回し」あるいは「自転車ネッ

トワーク」と呼ばれている 2)。 
 近年，後継者不足，取引先の海外移転，デジタル化

に伴う基盤技術の海外移転などにより工場数，従業員

数ともに減少傾向にあり，ピーク時の 1970 年代には

8000 件を超えた工場数も，現在ではほぼ半減している。

このように大田区の工業をとりまく環境は非常に厳し

く，産業振興の側面のみならず，都市全体の問題とし

て課題解決にあたっていく必要があると考える。 

 

Ⅲ．工場訪問ヒアリング調査 
 
 工場の多様な魅力を引き出すことやモノづくりを基

盤としたまちづくりや観光の将来像を描いていく上で

の基礎的データを収集することを目的として，工場訪

問ヒアリング調査を実施した。期間は，2009 年 10 月

下旬から 2010年 1月上旬にかけての 4ヶ月であり，大

田区東部に位置する京浜島・城南島・昭和島・大森西

地区の 28社を対象とした。調査対象となる工場は，既

に「優工場」認定工場 3)または「大田ブランド」登録

企業 4)を優先的に抽出した。ヒアリング調査は，1 時

間程度のなかで，以下の項目について各社の状況をう

かがった（表 1・写真 1）。 
 
 
 

表 1 質問項目 

モノづくり 業種／技術／製造品／やりがい・苦労／

きっかけ 
会社の歴史 創業当時／その後の変遷 

仕事上のネットワーク 垂直的関係／水平的関係／その他の工
場同士／異業種との連携 

工場と地域・まちつく

りとの関係 
地域・まちづくりの捉え方／過去の実績

／将来展望 
産業観光・モノつくり

観光に対する取り組み 工場ツアー経験／子供の体験学習 

その他 工場か抱える問題／魅力を伝えるアイ
テア 

 

 
写真 1 工場訪問ヒアリング調査の様子 

 
 本調査は 2ヶ年計画であり，本年度までの成果とし

ては次年度の調査方法等に対する課題を整理した。「そ

の他（工場が抱える問題）」，「産業観光・モノつくり観

光に対する取り組み」，「工場と地域・まちつくりとの

関係」の質問項目については，新たなアイディアや現

場の切実な声等，直接対話のインタビューならではの

興味深い回答が得られた。一方，「モノづくり」，「会社

の歴史」，「仕事上のネットワーク」については，概し

て調査員である大学院生にとって興味を持つ話題を聞

き出すことが難しかった。その要因としては，これら

の項目に対して技術的側面に対する知識や事前準備不

足等から内容を深める質問ができなかったことや会社

のウェブサイトで容易に知り得るような情報しか聞き

出すことができなかったといったことが推察された。

また，現地で直感的に面白いと感じた内容（モノづく

り観光への取り組みや魅力を伝えるアイディア等）に

ついては，突っ込んだ質問を重ねるというヒアリング

調査の技術の向上という課題も浮かび上がった。 
 

Ⅳ．モノづくりのまちの都市基盤・建築調査 
  
次に，モノづくりを取り巻く物理的環境を明らかに

するために，モノづくりの都市基盤・建築の歴史的変

遷や現状について既存の文献資料調査およびフィール

ド調査を行った。調査結果は，表 2に示すとおり 8枚
の A１パネルにまとめ，平成 22 年 2 月 18〜20 日開催
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のおおた工業フェア 5)にて展示した。 
 パネルの内容に関しては，埋立島地区や多摩川沿い

地区等の特定の地域における歴史や現状の土地利用や

建築用途・形態を重ね合わせた地図表現等は，区の関

係課や大田区産業振興協会の関係者から好評を得た。 
 

 

 

図 1 作成したパネルの例 

 
写真 2 大田工業フェアでの展示の様子 

 
表 2 作成したパネルの内容 

1 大田区のモノづくりの特
徴 

大田区における工場の立地特性や工
場数，従業員数の推移等の基礎的デー
タを整理した。 

2 大田区と東大阪の産業集
積 

大田区同様に大都市近郊に位置し，製
造業の小規模事業所が高密度に集積
している東大阪市との比較を行った。 

3 モノづくりのまちの成
立・発展 

工場集積地としての大田区の都市空
間の歴史的変遷を整理した（明治末

現在） 4 モノづくりのまちの成
熟・転換 

5 モノづくり・モノ運びの
埋立島（昭和島・京浜島・
城南島地区） 

大田区内の代表的な３つの工場集積
地を取り上げ，土地利用，道路構成，
建築形態，景観等に着目した詳細なエ

リアスタディを行った。 6 モノづくりのまちを守る 
（大森南・東糀谷・羽田
旭町地区） 

7 東京モノづくりフロント 
（下丸子・矢口地区） 

8 『モノづくりのまち』の
まちづくり 

工場建築に着目し，その多様なタイプ
を整理し，住」と「工」の関係性の歴
史的変遷を考察した。 

 
 

Ⅴ．モノづくりのまち大田ウォークの開催 
 
 上記の調査研究の成果を踏まえて，「工場見学ツアー」

を超えた「工場のまちツアー」を目指したまち歩きイ

ベントを大田工業フェア最終日の2月20日に開催した。

参加者は，都市計画やまちづくり系のメーリングリス

トで応募した総勢 41名（スタッフ含）となった。 
 
 埋立島や多摩川沿いの地区でのマイクロバスを活用

した車窓からの解説や無線オーディオシステムの活用

による確実な情報伝達は，多くの参加者から好評を得

た。一方で，観光対象として核となるものが欠如して

いるとの指摘や仮に工場に入らなくとも実際に工場で

製造している製品の紹介の必要性がある等の意見が参

加者から出された。 
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図 2 まち歩きのルート図 

 

 
図 3 まち歩きイベント当日の流れ 

 

 

写真 3 まち歩きの様子 

 

 

Ⅵ．今後の展望 

 
 平成 22年度は，工場訪問ヒアリング調査をベースと

して，モノづくりへのアクセシビリティを高めるため

のモノづくり観光プログラム，モノづくりのまちの建

築・都市空間の将来像，あるいは現代版モノづくりネ

ットワークの構築といった都市や産業の大きな将来構

想を描くという作業を進める同時に，大学やその他主

体が関わりながら進めていく具体的なプロジェクトに

着手できるような体制づくりやプロジェクト提案を行

っていく。 
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注 

1) より一般的な「産業観光」という語に対して，本研究会が

「モノづくり観光」を用いている理由としては，大田区内で

第二次産業や工業を示す際に「モノづくり」が好んで使われ

ているという点，また生産現場での見学や体験を基本とする

既存の「産業観光」との差別化を図るという点を挙げること

ができる。 

2) 大田区産業振興課ウェブサイト：http://www.city.ota.tokyo.jp 

/sangyo/kogyo/kagayake/monozukurimachi/fri_tur/index.html（最

終アクセス日：2010年 12月 19日） 

3) 大田区工場の優秀性を内外にアピールし，大田区工業の振

興を図ることを目的に，財団法人大田区産業振興協会が経営

や技術に優れた工場が，「優工場」として認定している。 

4) 大田区内企業がネットワークをつくり，全国的・国際的な

PR 活動を行う組織として，社団法人大田工業連合会，東京

商工会議所大田支部および財団法人大田区産業振興協会に

よって組織された大田ブランド推進協議会があり，区内 105

社がこれに登録している。 

5) おおた工業フェアは，大田区，（財）大田区産業振興協会，

（社）大田工業連合会が主催となり，毎年 2月に大田区産業

プラザ（PiO）で開かれるイベントであり，企業の商品展示

や受発注商談の場として活用されている。 
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